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勉強会（意見交換会）及びワークショップについて（案） 

 

 

１．勉強会（及び意見交換会） 

 （１）勉強会 

生物多様性や市の取組みなどを情報提供する場とする。 

・時期及び回数：令和３年１１月（１回） 

  ・テーマ及び所要時間： 

   ①基調講演「生物多様性について」 ３０分程度 

   ②千葉市の取組みについて  １０分程度 

・募集人数：４０名程度（オンライン参加は別途、上限３００名） 

 （２）意見交換会 

勉強会後、来場者のうち希望者を対象として意見交換の場を設ける。 

・進め方：グループに分けてワークショップ形式とする。 

（各グループにファシリテーターを配置） 

  ・テーマ：千葉市における生物多様性の保全について 

・内容及び所要時間： 

 ①自己紹介     ５分程度 

②意見の洗い出し、整理など  ６０分程度 

※身の周りで気になっていること（課題）、思い描く未来（夢）、どんな取組みが必要

か（対策）などを意見出ししてもらう。 

 ③意見とりまとめ    ２０分程度 

④グループごとに発表   １５分程度 

 ⑤全体総括    １０分程度 

 ⑥アンケート     ５分程度 

 

２．ワークショップ 

  ・時期及び回数：令和３年１１月～令和４年１月（各区で１回ずつ、全６回） 

  ・募集人数：各回３０名程度（当日は３グループ程度に分割） 

  ・内容及び所要時間： 

 ①情報提供    １０分程度 

②自己紹介～アンケートまでは意見交換会の①～⑥と同様の流れ 

  ・テーマ：生物多様性に関連付けて会場ごとに３つずつ設定（会場間での重複あり） 

  【テーマ例】 

（１）水循環のつながりを示す場所（①東京湾（海辺）、②まち、③公園・緑地、 

④谷津田・里山、⑤森林、⑥河川・地下水・沼・池） 
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（２）くらし 

（３）野生生物 

（４）教育・文化 

（５）気候変動 

（６）農業 

（７）ごみ 

（８）意見交換会で出てきたテーマ など 

 

  （イメージ） 

区名 テーマ① テーマ② テーマ③ 

中央区 くらし 東京湾（海辺） 谷津田・里山 

花見川区 野生生物 まち 森林 

稲毛区 教育・文化 公園・緑地 河川・地下水等 

若葉区 気候変動 谷津田・里山 東京湾（海辺） 

緑区 農業 森林 まち 

美浜区 ごみ 河川・地下水等 公園・緑地 

 


